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特殊教育デュー・プロセス・ヒアリングの要請
この用紙は、2004年Individuals with Disabilities Education Act (IDEA、個別障害者教育法) に基づくデュー・プロセス・ヒアリングを要請するために使用されます。
デュー・プロセス・ヒアリングは、administrative law judge (ALJ、行政法審判官) が行う正式な法的手続きです。親、成人の生徒、学区は、児童・生徒へのFree Appropriate Public Education (FAPE、無償の適切な公教育)の識別、評価、教育的配置、または提供に関するヒアリングの要請書を提出できます。デュー・プロセス・ヒアリングに関する追加情報は、OSPIのウェブサイト、手続き上の保護措置、Washington行政法（Washington Administrative Code、WAC） 392-172A-05080 から 392-172A-05125 に記載されています。
この用紙は、要請者を支援するためのモデルとして提供されています。この特定の用紙を使用する必要はありませんが、IDEAで必要とする要素が要請書に含まれていない場合や、デュー・プロセス・ヒアリングの要請を相手方またはその代理人に提供しない場合は、ヒアリングのプロセスが遅れる可能性があります。この用紙の記入についてサポートが必要な場合、またはもっと分かりやすい書式をご希望の場合は、Office of Superintendent of Public InstructionのSpecial Education Division (電話: 360-725-6075または電子メール: speced@k12.wa.us) までお問い合わせください。
デュー・プロセス・ヒアリングの要請は相手方に直接提出し、要請書の写しをOffice of Administrative Hearings (OAH、行政ヒアリング庁) の下記の郵送先住所またはファックス番号に提供する必要があります。要請書の写しと相手方への配達証明を保管してください。デュー・プロセス・ヒアリングの要請と一緒に、裏付けとなる文書を提出しないでください。
	送付先:
	

	
	

	
	

	
	


	送付日:
	



(この通知の提出先 (親または学区) の氏名と住所を記入してください。通知先が学区の場合は、通知の目的で学区の教育長の氏名と学区監督機関の住所を使用してください。)
写しの送付先:
Office of Administrative Hearings
PO Box 42489
Olympia, WA 98504-2489
Fax:206-587-5135

· Washington行政法（Washington Administrative Code、WAC）392-172A-05085に概説されているように、電子提出オプションは現在利用できません。ただし、OAHは一時的に oah.ospi@oah.wa.gov でヒアリング要請の電子メール申請を受け付けています。
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2025年改訂
I. 児童・生徒の情報:
OSPIでは、インクルージョンと機会格差解消の実践に努めています。お子様の障害の状態、人種、性別に関する情報を自発的に提供された場合、その機密情報は州全体の傾向を把握し、OSPIの指導と苦情解決手続きの改善にのみ使用されます。苦情が複数の児童・生徒に関するものである場合は、追加のページを使用してください。
WAC 392-172A-05085に従い、次の情報が必要です: 児童・生徒の氏名と住所、児童・生徒の学校名と学区または公的機関の名前、子どもまたは若者がホームレスの場合は児童・生徒の連絡先情報。
	児童・生徒の氏名:
	
	親の氏名 (任意):
	

	生年月日 (任意):
	
	児童・生徒と異なる場合、親の住所 (任意):
	

	児童・生徒の障害の状態 (任意):
	
	市/州/郵便番号 (任意):
	

	学年、人種/民族、性別 (任意):
	
	親/保護者の電話番号 (任意):
	

	児童・生徒の住所:
	
	親のメールアドレス (任意):
	

	市/州/郵便番号:
	
	第一言語 (任意):
	

	学区:
	
	人種/民族、性別 (任意):
	

	児童・生徒の学校:
	
	ヒアリングを要請する人物の氏名と、児童・生徒との関係 (任意):
	

	学校の住所 (任意):
	
	子どもがホームレスの場合、上記と異なる場合は連絡先の氏名と住所を記入してください:
	


II. 
	III. 
懲戒 (任意)
	☐ はい
☐ いいえ

	このデュー・プロセス・ヒアリングの要請には、特殊教育の懲戒事項が関係していますか？ 
(特殊教育の懲戒事項違反に関するヒアリングには、1学年あたり10授業日を超える児童・生徒の停学、障害起因判断の手続き、または懲戒退学に伴うその他の配置決定が含まれます。)
	


IV. 
	V. 問題と事実 (必須情報) (お子様の特殊教育プログラムに関連する問題はどのような性質のものですか？この問題を説明するのに役立つ関連事実はありますか？)

	

	VI. 解決策の提案 (必須情報) (問題に対処し、懸念を解決し、お子様の特殊教育体験を向上させるために必要と思われる措置や変更について説明してください。)

	


(IIIとIVの欄は拡張可能です。必要に応じて追加のページを使用してください)

特殊教育デュー・プロセス・ヒアリングに関する情報
無料および低料金の法律サービス
Office of Administrative Hearings (OAH、行政ヒアリング庁) では、無料または低料金の法律サービス提供者や、親を支援する公的 (非営利) 組織、特殊教育に経験および/または関心を持つ弁護士に関する情報を提供する法律支援リストを管理しています。このリストは、OSPIのウェブページに記載されています:法律支援リスト。
人口統計学的データ
OSPIでは、インクルージョンと機会格差解消の実践に努めています。お子様の障害の状態、家族の人種や民族に関する情報、および児童・生徒の性自認に関する情報を自発的に提供された場合、その機密情報は非公開とし、州の傾向を把握するためにのみ使用します。この情報は、Washington州における学校指導の継続的な改善と、児童・生徒と家族の権利支援プロセスの改善を目的として、各児童・生徒や家族と関連付けることなく集計して使用します。
当然のこととして、OSPIは、デュー・プロセスでOSPIに提供された情報 (電子メールや特殊教育文書など) を他の個人、団体、連邦機関や州機関と共有しません。
Washington州のPublic Records Act (公的記録法) に基づいて一般市民は該当する情報の開示を要求できますが、そのような要求がなされた場合でも複数の「適用除外」が存在します。言い換えると、一般市民に開示できない種類の情報がいくつかあるということです。重要な点として、公文書の開示請求に対してOSPIは以下の情報を提供しません:
· 関連する状況について個人的知識を持たない学校コミュニティの一般的な人が、合理的な確実性をもってその児童 ・生徒を特定できるような、特定の児童・生徒に関連する、または関連することが可能な単独情報または複数情報の組み合わせ。例えば、児童・生徒の障害や人種・民族に関する情報など。
· 情報が児童・生徒の個人情報の開示に繋がる場合、児童・生徒の家族または保護者の個人情報。
· 家族または保護者の緊急連絡先。
公文書開示請求の詳細については、以下の資料を参照してください:
· OSPI Public Records Request (OSPI公文書開示請求)
· OSPI Public Records Exemption Codes (OSPI公文書適用除外規則)
· WA Office of the Attorney General:Obtaining Records (WA州司法長官オフィス: 記録の取得)
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